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Ⅰ．はじめに
　食品衛生の基本は，「手洗いに始まり，手洗い

に終わる」1）と言われる．ヒトの手には，病原菌

の侵入を防いでくれる常在細菌が存在する一方

で，様々なものを掴み，様々な場所に触れること

によって，ヒトの健康を脅かす微生物が手に付着

することがある．食品衛生における手洗いの目的

は，付着する汚れを落とし清潔にすることであり，

調理においては食中毒などの健康リスクを限りな

く減らすことである．したがって，調理に携わる

ものは，食品衛生を心がける１つとして，常に衛

生的な手洗いを実践することが求められる．

　大量調理現場において，手洗いは食中毒や感染

症の予防における基本的行動である．学校給食で

は，「学校給食における手洗いマニュアル」2）が作

成され，実践されている．また，集団給食施設等

における食中毒予防を目的とした「大量調理施設

衛生管理マニュアル」3）においても，手洗いに関

して規定されている．つまり，大量調理に関わる

栄養士・管理栄養士は，喫食者を念頭に置いて手

洗いの重要性を理解し，適切な手洗いの方法を実

践することが望まれる．

　管理栄養士は，特定または不特定多数の喫食者

対して，食事を提供する業務があり，先述したマ

ニュアルを遵守した食中毒予防を実践する必要が

ある．管理栄養士として食中毒予防を含む適切な

衛生観念を持ち，実践するためには，管理栄養士

養成校における学びの中で修得することが求めら

れる．管理栄養士養成課程では，調理の基本を学ぶ，

「調理実習」，大量調理を学ぶ「給食管理実習」な

ど，食品を扱う授業が多く存在し，衛生観念を学

び，取得する時間が設定されている．しかしながら，

調理系実習における学生の衛生観念，特に食品衛

生の基本となる手洗いの状況を確認すると，適切

な手洗いができていない学生が散見される．した

がって，授業内において，「学校給食における手洗

いマニュアル」2）や「大量調理施設衛生管理マニュ

アル」3）を用いた教育時間を十分に確保し，手洗い

に対する高い意識付けをする必要があると感じる．

　そこで，本研究は，管理栄養士養成課程におけ

る衛生観念を育てる教育の実践につなげるための

基礎資料を得るため，管理栄養士を目指す学生を

対象として，手洗いに関するアンケート調査を実

施し，現状の把握，分析をすることを目的とした．

Ⅱ．方法
1．対象者

　対象者は，応用食品学実験の履修者 （2022年

度後期99名および2023年度前期116名）とした．

2022年度応用食品学実験履修者は，給食実習を

並行して履修していたが，2023年度応用食品学

実験履修者は履修していない．なお，本文中では，

2022年度応用食品学実験履修者（給食実習並行

履修）を履修中，2023年度応用食品学実験履修

者（給食実習未履修）を履修前で示した．

　対象者にはアンケートの主旨，内容，回答をし

なくても不利益を被らないこと，成績評価に含ま

れないことを説明した．また，本アンケートへ

の回答および提出を持って調査に同意したこと

とする旨も説明した．回答数は，2022年度78名

（78.8%），2023年度112名（96.6%）であった．
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2．アンケートの実施および内容

　アンケートは，Google フォームを用いて実施

した．なお，アンケートは，無記名とし，男女を

選択する項目も設けず，回答者のメールアドレス

の回収も設定しなかった．

　アンケートの内容は，日常の手洗いの意識につ

いて，大量調理施設衛生管理マニュアルを読んだ

ことがあるか，実習時の手洗い工程の意識につい

て，実習時の手洗いの頻度（回数）について，新

型コロナウイルス流行前後の「手洗い」への意識

についてとした（表1）．

3．統計解析

　2022年度履修生および2023年度履修生におい

て，アンケートに回答した190名（2022年度78名，

2023年度112名）を解析対象者とした．得られた

データは，単純集計のみ行った．

Ⅲ．結果
1．日常の手洗いの意識について

　表2に日常の手洗いの意識についての結果を示し

た．履修前および履修後において，共通して手洗

いの意識が高かった場面は，「トレイ後」（とても

意識している81.6%，やや意識している14.7%）で

あった．一方で，手洗いの意識が低かった場面は，

「ドアの取手を触った後」（あまり意識していない

49.5%，意識していない28.9%），「椅子やテーブル

を触った後」（あまり意識していない50.0%，意識

していない34.7%）であった．一方で，「食事前」

および「食事以外の喫食 (おやつなど)」では，前

者がとても意識している29.5%，やや意識している

44.2%，後者がとても意識している10.0%，やや意

識している34.7%であった．

表 1　実施したアンケートの内容
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2. 実習時の手洗いに関連する内容について

1）大量調理施設衛生管理マニュアルを読んだこ

とがあるかについて

　表3に大量調理施設衛生管理マニュアルを読んだ

ことがあるかについての結果を示した．履修前で

は，「知らない」が40.2%，「（聞いたことが）ない」

が34.8%，「授業で聞いたことがある」が19.6%であっ

た．履修中は，「ある」が42.6%，「知らない」が

24.7%，「（聞いたことが）ない」が21.1%であった．

2）実習時の手洗い工程の意識について

　表4に実習時の手洗い工程の意識についての結果

を示した．手洗いの工程は，「学校給食における標

準的な手洗いマニュアル」をもとに質問を行った．

各工程のうち，「流水で軽く手を洗う」，「手洗い用

石けん液をつける」，「十分に泡立てる」，「手の平

と甲を洗う（5回程度）」，「指の間を洗う（5回程度）」，

「親指の付け根まで洗う（5回程度）」，「指先を洗う

（5回程度）」，「手首を洗う（5回程度）」，「流水で十

表 3　大量調理施設衛生管理マニュアルを読んだことがあるかについて

表 2　日常の手洗いの意識について
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分にすすぐ」は，履修前および履修後ともに意識

をしていた （「とても意識している」および「やや

意識をしている」を合わせて80%以上）．

　「肘まで洗う」は，履修前および履修中どちら

も意識していない傾向にあった （履修前：「あま

り意識していない」33.9%，「意識をしていない」

53.5%，履修中：「あまり意識していない」28.2%，「意

識をしていない」29.5%）．

　「爪ブラシで爪の間を洗う」は，履修中は意識し

ていた（「とても意識している」および「やや意識

をしている」を合わせて80%以上）ものの，履修

前は意識していなかった（「あまり意識していない」

28.6%，「意識をしていない」51.8%）．

表 4　実習時の手洗い工程の意識について
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3）実習中における手洗いの頻度について

　表5に実習中における手洗いの頻度についての

結果を示した．履修前は，給食実習を履修してい

ないため，「調理系実習」時の手洗いについて質

問した．

　履修前の調理実習時の手洗い頻度は，5回未満

が最も多く（69.6%），5-10回が25.9%，11回以上

（11-15回および16回以上）は4.5%であった．

　履修中の「給食実習時」の手洗い頻度は，5-10

回が最も多く（52.6%），5回未満が33.3%，11回

以上（11-15回および16回以上）は14.1%であった．

一方で，「給食実習以外の実習」の手洗い頻度は，

5回未満が最も多く（67.9%），5-10回が30.8%，

11回以上（11-15回および16回以上）は1.3%であっ

た．

3. 新型コロナウィルス前後の手洗いの意識の変

化について

　図1に新型コロナウィルス前後の手洗いの意識

の変化を示した．履修前および履修中ともに，新

型コロナウィルス流行前は，手洗いの意識が低い

傾向にあったが，流行後に意識が高まる傾向と

なった．

　

Ⅳ．考察
1．管理栄養士養成課程に所属する学生の手洗い

の意識について

　本研究では，管理栄養士養成課程に所属する学

生の手洗いの意識について調査を実施した．その

結果，手洗いへの意識が低いと考えられる知見が

いくつか認められた．

　日常の手洗いの意識について調査したところ，

トレイを使用した後の手洗いに関しては意識が高

いが，食事前や食事以外の喫食時における手洗い

の意識が低い傾向が認められた．食中毒や感染症

の原因となる微生物は，手を介して体内に侵入す

るリスクがある．食中毒予防の三原則4）には，「つ

けない」にあたる手洗いが推奨されている．した

がって，手から体内に微生物が侵入するリスクが

ある行動前には，食中毒や感染症の予防の観点か

ら手洗いを実施することが重要であろう．

　一般的に，トイレ後は，「手が汚染されている

意識・感覚」があると考えられるが，本アンケー

トの選択肢にもあった，ドアの取手やテーブル，

椅子，他者との接触においても，手指に微生物が

付着するリスクがあることを理解することが必要

であると考えられる．

　実習時の手洗いに関連する調査をしたところ，

手洗い工程の不備や実施頻度に課題が認められ

た．大量調理における標準的な手洗い工程2）の一

表 5　実習中における手洗いの頻度について
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部（「流水で軽く手を洗う」，「手洗い用石けん液

をつける」，「十分に泡立てる」，「手の平と甲を洗

う」「指の間を洗う」，「親指の付け根まで洗う」，「指

先を洗う」，「手首を洗う」，「流水で十分にすすぐ」）

に関しては，意識している学生が多かったが，大

量調理において必要となる「肘まで洗う」や「爪

ブラシを使用する」に関しては，意識している学

生が少ない傾向にあった．

　手洗いの基本となる，「学校給食における手洗

いマニュアル」2）には，手洗いの工程が詳細に記

載されており，肘まで洗うこと，爪ブラシを使用

することが指示されている．大量調理の実習室に

おける手洗い場には，「学校給食における手洗い

マニュアル」2）が掲示されており，給食実習を履

修中の学生は，この掲示を目にしていると思われ

る．しかしながら，手洗いマニュアルの掲示が，

行動に繋がっていないことから，給食や調理系実

習および座学において，手洗いの重要性に合わせ，

標準的な手洗いの方法を繰り返し教育していくこ

とが必要であると考えられる．

　手洗いの実施時に気をつけなければならない点

として，洗い残しがある．保育士を目指す学生5），

看護学生6，7），薬学生8）を対象とした手洗いに関

する研究では，手の甲や爪周辺に洗い残しが多い

ことが報告されている．手指の洗い残しは，食中

毒や感染症のリスクを残してしまう．特に，調理

に関わる前の洗い残しは，食中毒のリスクを上げ

ることになり，注意が必要となる．先行研究5–8）は，

管理栄養士養成課程に所属する学生を対象とした

ものではないが，重要な知見であり，管理栄養士

養成課程に所属する学生にも応用し，洗い残しの

ない手洗い工程を実践できるような教育の実施に

繋げたい．手洗いの教育例として，広瀬ら6）は，

看護学生を対象として，学生自身で行った手洗い

を直接確認できる装置を用いた「衛生学的手洗い」

実習が，手洗いの実践の教育効果があると報告し

ている．よって，実習や座学において手洗い方法

について教員の話を聞くだけでなく，学生自身が

繰り返し手洗いを実践し，学ぶことが重要であろ

う．

図 1　新型コロナウィルス前後の手洗いの意識の変化
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　他方，実習中の手洗い頻度に目を向けると，履

修前は，調理系実習において5回未満が最も多く

（69.6%），履修中は，給食実習において5 〜 10回

（52.6%），給食実習外では5回未満（67.9%）が最

も多かった．これらの結果から，調理作業工程ご

とに手洗いが実施されていないことが予想され

る．

　「大量調理施設衛生管理マニュアル」3）では，

調理時における手洗いのタイミングとして，①作

業開始前及び用便後，②汚染作業区域から非汚染

作業区域に移動する場合，③食品に直接触れる作

業にあたる直前，④生の食肉類，魚介類，卵殻等

微生物の汚染源となるおそれのある食品等に触れ

た後，他の食品や器具等に触れる場合，⑤配膳の

前，が示されている．これらの手洗いタイミング

から，大量調理時には，いわゆる「一作業，一手

洗い」が重要であることがわかる．作業ごとの手

洗いは，食中毒のリスクを下げるために重要であ

り，管理栄養士としての衛生観念の一つである．

授業や実習において，作業ごとに手洗いをするこ

とは指導されているが，手洗いの方法と同様に，

実践に繋がっていない．したがって，適切な手洗

いの方法と合わせて，作業ごとの手洗いの教育も

実施する必要がある．

2．給食実習履修前，履修中の手洗い意識の差異

　本研究対象者は，給食実習の履修前および履修

中の学生であった．対象の結果を比較すると，日

常の手洗い意識には特段の差異は認められなかっ

た．一方，「大量調理施設衛生管理マニュアルを

読んだことがあるか」については，履修中の学生

と比較して，履修前の学生は「ない」「知らない」

の割合が高くなっていた．また，実習時の手洗い

工程の意識については，「肘まで洗う」「爪ブラシ

で爪の間を洗う」といった，給食に関連する授業

を履修することによって学ぶ手洗いの工程につい

て，履修前の学生は，履修中の学生と比較して意

識していない割合がやや高い傾向にあった．

　本結果は，カリキュラムの履修進捗に伴うもの

であると考えられる．しかしながら，これまで述

べたように，手洗いは食中毒や感染症予防に重要

な衛生行動であり，管理栄養士取得を目指す学生

として，重要な知識である．したがって，手洗い

の重要性や適切な手洗いの方法を学ぶ時間をでき

る限り早期（できれば１年次から）に授業に取り

入れ，給食実習を含む調理系の実習で適切に実践

できるように，授業間で連携をしながら授業内容

を組み立てる必要があると考える．

3．新型コロナウィルス前後の手洗いの意識の変化

　新型コロナウィルス流行期の手洗い意識を調査

した結果，流行前と比較して，流行後に手洗いの

意識が高まる傾向が認められた．新型コロナウィ

ルスの感染予防として，厚生労働省から手洗い9）

が推奨されている．本研究の対象者である学生

は，新型コロナウィルスの流行のあおりを受け，

感染予防を強く求められた年代である．したがっ

て，感染予防の観点から，流行前には手洗いに関

して意識がなかったが，流行後に手洗いの意識が

高まったと考えられる．

　新型コロナウィルス感染症流行期における大

学生の手洗いに関する調査10）では，入室前や食

事前の手洗いを毎回実施しているものが5割に留

まっていたことが報告されている．また，保健医

療福祉系学生を対象とした先行研究11）では，こ

まめに手洗いをする学生は，約8割であったこと

も報告されている．先行研究と本研究結果を単純

に比較できないが，新型コロナウィルス流行時（流

行後）の大学生の手洗いに対する意識は，所属学

部の特性や取得を目指す資格等も影響していると

考えられる．

Ⅴ．結論
　本研究により，管理栄養士養成課程の学生にお

ける手洗いに関する基礎的知見を得ることができ

た．主な知見として，1）日常の手洗い意識とし

て，食事や食事外の喫食時の手洗い意識が低い，2）

実習中に適切な手洗いができていない可能性があ
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る，3）実習中の作業ごとの手洗いができていない，

4）新型コロナウィルス流行後に手洗いの意識が高

まった，ことが挙げられる．しかし，本研究は得

られたデータに対して統計解析を実施していない

ことから，推察の域を脱しないことに留意しなけ

ればならない．今後，得られたデータに対して統

計解析を行い，考察を深める予定である．

　日常生活や実習時における手洗いの意識や実践

には改善の余地があり，管理栄養士として適切な

手洗いの知識，実践力を養う教育の課題と必要性

が明示された．今後は，得られた課題を整理し，

実習および授業において，大量調理施設衛生管理

マニュアルの理解度の向上および大量調理等にお

ける適切な手洗いの実践力の修得を目指し，管理

栄養士としての衛生観念を成熟するような教育方

法を模索および実施してく．
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